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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

本論文は、酸塩基複合体を含む分子の自己組織化挙動を駆使することにより、プロトン化度と分

子集積構造制御による固体発光特性変調を示す新規有機固体発光材料の創製に成功し、プロトン

化度と固体発光特性の関係性を中性子回折を含む種々の測定（実験）と計算化学（理論）により

明らかにしている。また、固相反応法による難溶解性分子を含む自己組織化材料の創製は、簡便

かつ有用な固体材料の創製法の開発に有用であることを示している。これらの成果は、有機固体

発光特性について重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。よって本論文は博

士 (工学) の学位論文に値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 


